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2013年立教大学現代心理学部心理学研究倫理審査委員会審査報告

立教大学現代心理学部心理学研究倫理審査委員会

　立教大学現代心理学部では，人間を対象とする心理学研究が倫理的配慮のもとに実施されるために，立
教大学現代心理学部心理学研究倫理審査委員会規程に基づき審査を行った。2013年1月～12月の間に立
教大学現代心理学部心理学研究倫理審査委員会において承認された研究（心理学専攻）は，下記の19件
である。

申 請 者：心理学専攻博士課程後期課程1年次　大嶋　玲未
研究課題：サービス就労者のセルフ・モニタリングと解釈レベルの個人差がサービス場面での行動に及ぼ

す影響

申 請 者：心理学専攻博士課程前期課程2年次　廣川　佳子
研究課題：従業員の職務満足に関する実証的研究Ⅰ

申 請 者：心理学専攻博士課程後期課程1年次　大嶋　玲未
研究課題：Self-Monitoring to Reduce the Impact of Neuroticism on Job Factors

申 請 者：心理学専攻博士課程前期課程1年次　川越　未紀
研究課題：解釈レベル理論に基づいたマインドセット操作が個人のセルフモニタリングレベルに与える影

響についての検討

申 請 者：心理学専攻博士課程前期課程2年次　廣川　佳子
研究課題：従業員の職務満足に関する実証的研究Ⅱ

申 請 者：心理学専攻博士課程前期課程1年次　阿部　佳奈子
研究課題：テーマパークAにおける職業体験がキャリア意識の形成に及ぼす効果

申 請 者：心理学専攻博士課程前期課程2年次　飯田　光亮
研究課題：サイコロジカルエンパワーメントと職場満足感の関係について

申 請 者：心理学専攻博士課程前期課程2年次　飯田　光亮
研究課題：サイコロジカルエンパワーメントと組織における外的指標について

申 請 者：心理学専攻博士課程後期課程2年次　齋藤　正樹
研究課題：自己管理とその支援方法の分析に関する応用行動分析的研究
　　　　　――行動経済学的視座から個人差を同定するための探索的研究――
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申 請 者：心理学専攻博士課程前期課程1年次　豊田　真季
研究課題：自閉症スペクトラム障害児における表情および状況手がかりに基づく他者感情理解

申 請 者：心理学専攻博士課程前期課程3年次　向井　志緒子
研究課題：フォントと商品特性との印象の類似性が購買意欲に与える影響

申 請 者：心理学専攻博士課程前期課程3年次　向井　志緒子
研究課題：フォントと色の印象の因子構造と共感覚性に関する探索的検討

申 請 者：心理学専攻博士課程前期課程2年次　増田　康祐
研究課題：入力方式と使用状況からみた歩行中の携帯電話使用が注意と歩行に及ぼす影響の検討

申 請 者：心理学専攻研修生　相馬　正史
研究課題：説明責任や多様な考察が道徳ジレンマ課題における判断に及ぼす影響

申 請 者：心理学専攻博士課程前期課程2年次　川越　未紀
研究課題：社会的勢力と勢力動機が社会的距離の知覚と解釈レベルに及ぼす影響について

申 請 者：心理学専攻博士課程後期課程2年次　大嶋　玲未
研究課題：大学生のキャリア形成に関わるアダプタビリティとパーソナリティの関連性

申 請 者：心理学専攻博士課程前期課程2年次　阿部　佳奈子
研究課題：休暇経験とおみやげがメンタルヘルスに及ぼす効果

申 請 者：心理学専攻博士課程前期課程2年次　阿部　佳奈子
研究課題：テーマパークAにおける職業体験がキャリア意識の形成に及ぼす効果

申 請 者：心理学専攻博士課程前期課程2年次　雜賀　玲衣
研究課題：中国移民の母国訪問が精神的健康に及ぼす影響について

以上
委員会構成メンバー
　林もも子（委員長），日高聡太，空閑厚樹，松永美希，都築誉史


